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磐座（いわくら＝磐倉）

講師よりメッセージ・・・歴史研究家　　大野　治夫　氏
今回のテーマである磐座（磐倉）とは古神道における岩に対する信
仰の事、あるいは信仰対象になる岩そのものの事です。日本に古く
からある自然崇拝であり、神事においてはその大岩を神を降臨させ
る依り代とし、それをもって祭祀の中心としました。時代とともに神殿
（社殿）が造られるようになり、それに伴い信仰の対象は神社そのも
の移っていきましたが、今でも大きな神社に行くと玉垣に囲まれてい
たり注連縄が張られている大岩を見かける事があります。今回は群
馬県内にある磐座から、日本各地や外国にあるものまで写真などを
見ながらお話ししたいと思います。

新型コロナウィルスの蔓延により寺子屋塾をお休みさせていただいてから、早３年半になります。
その間、幾度か寺子屋塾の再開を検討して参りましたが、先頃の新型コロナウィルスの規制緩和
を受け、ようやく再開にこぎつける事ができました。本当にありがたい事と感謝申し上げる次第で
す。また今回から、より多くの皆様にご参加いただけるよう「昼の寺子屋塾」として土曜日の午後２
時を開始時間といたしました。再開のトップバッター講師は、何度もお話しをしていただいている
大野治夫さんにお願いいたしました。これからも様々な講師の方々をお呼びして、楽しく勉強にな
るお話しをしていただきたいと思っております。生まれ変わった寺子屋塾を今後とも何卒よろしくお
願いいたします。


